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『不妊の基礎知設と銭灸治療~男性不妊J(実技供覧)

明生録灸院副院長木津正義先生

雲近では、 主lζ不妊事務長治療を行う治療鏡ち増えてきている.首長には、晩婚化に伴う高鈴出産等によ

り不妊治療を希望されるケースが多く、そうし、った中、鰯元治療のニーズカ官まりつつある。そこで鎖国

は、明生主主灸院(名古屋市)の副院長で数多くの不妊銭灸治療に苅する臨床経験が霊富な木津先生に実妓ち

交えて、 4つのチャブターに分けて這演して頂いた。
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I 不妊の基礎知識

不妊症の定義とは、WHOでは2009年から f1年間の不妊期簡をちつものjと定義しており、米国の生殖

学会でちWHOと同C1年間の不妊男児聞を持っちのとすると同時に「女性の年齢が35歳以上の場合には6ヶ
月の不妊期聞が経過したあとは検査を開始することは認められるjと提唱している。

不妊治療の流れとしては、何らかの異常があれば原因疾患の治療が第1選択緩となるが、特に異常カ電ない

場合は、タイミング箔導(6ヶ月~12ヶ月)→人工綬務(6ヶ月~12ヶ月)→ART(体外受務・顕微鏡受精等)と
進んでいく(※女性が35歳以上の場合はステップアップが早くなる)。年 、々 ARTの治療実施件数は増加し

ているが、不妊治療におLする生産分娩率は年齢カ勺富くなればなるほど下がっていく。 30歳では19.9%、40

歳では7.7%、4S歳ではO.6lJもと3S震を境に生産分娩率が急激に下降していく。これは、 精子力噺たに遺ら

れるのに苅し、卵子はストックされていて、年鈴が上がるにつれて卵子の震が低下すること力守主因であ

る。

E 不妊の診療で必要なことは何か?

このチャプターでは西洋医学の基礎知識として押さえておくべきちの

①塁本検査

②ホルモン

③排卵

@男子不妊

について祭議された。

①塁本検査には、 基礎体温の測定・オ\JL..こをン検査・頚管事~ru液検査・ヒユーナーテス ト ・子宮卵管造影・ 経

渥超音波診断 ・F置液後査がある。

②オ¥JL..こをンでは、a工ストロゲン(卵胞渇に多く分泌され、 子宮町長が増港・ 肥厚する)bプロゲステロン

(黄体鶏に多く分泌し、 基礎体温上昇に関与)c卵胞刺激オ¥JL..モン(FSH)d黄体化ホルモン(LH)の4つは押さ

えておきたい。

③排卵については、 11国の卵子力t排卵する際、 500~1000個の原子卵胞から選別され、半年から1年かけて

発育する。ヒ卜卵胞の発育造程{草、原子卵胞→(150日)一次卵胞→(120日)二次卵胞→(約3ヶ月)抱状卵認

に分類される。

@男性不廷は不妊症全体の40~50%と意外に多い。 原因としては、精巣での精祖細胞から精子までの分裂

過程、及E舟青子の成熟過程の鐙蓄である造精機能霞蓄で、男性不妊の70~90%を占める。なぜこういった

事態になっているかと雲うと、 『精子力の衰えJが原因で、つまり精子の『運動率の低下J f精子教の減

少J fDNAの損傷Jであり、まさに精子の賃カ勺苔ちているのである。精子の震を藩とす要因としては、座

りすぎ、脂肪のとりすぎ、運動不足、鍾E昆不足といった生活習憶からの活性訟素の提言加とテストステロン

の減少である。実は精子{ま74自のザイクルで新しくなるため、生活習慣の改善によって、ある程度回復す

ること力可能である。治療の際、問診により生活のアドパイスをすることち重要。

E なぜ告書灸力、必要なのか?銭灸で何が改善されるのかフ

不妊治療で大切なことは、 f苔む環境Jであり、 それは血流を良くすることである。卵巣や績巣に向か

っている血管の周りには自律神経が多数存在し、卵巣交感神経活動冗進がストレスによる卵業議官官箆蓄に

関与することち示された。よって富彰長治療により、交感神経活動を抑制し副交感神経に働きかけること

で、白流の改善カ句足されるo 2次卵胞から封fOsまでの3ヶ月聞は卵胞発育にとって大事な跨渇であるため、

この期間に出来るだ~1血流の良い状態にすること重要である。よって定鰯約な治療の継続が必要となって

くる。



W 不妊に有効な鍛灸とは?(実技)

鍛灸治療は、 基本経術(自律袴経)・宇官事穴刺錫(子宮)・陰部神経銭i豆電(卵巣)を適切な持期に行う。今回

の実鎮では、 申書事穴着目l銭と陰部神経鍛通電を援霧して頂いた。

中謬穴刺銭 ・・・経移植に向けた治療、子宮内漠力鳴い、排尿鐙蓄があるなど(子宮}

①中謬穴を取穴し、銭を皮局面から頭側̂ "釣45。の角度で切皮し、仙雪上の窃需を目安に耳目l入していく(使

用銀:75mmちしくは90mm 8香)
②刻銭転向を数回繰り返し、約60mm耳目j入する。

③刺入方法は左右交互に徒手的刺激{木津先生白く、雀啄ではなくパイプレーション}を合計10分局、深部

に重い得気力匂皐られるように行う。

陰諮神経富議亙電・・・採卵に向けた治療、封切H霞蓄、良好逐ができない、 慢性の骨盤痛など(卵巣)

①上後選青森と坐雪結節内側下端を結ぶ線上で、 上から50~60%の領主義

②左右の陰吉日待経剥銭=長{ζ70~80mm度重目l入(使用銀 75mmちしくは90mm 8香)
③陰割h響くことを確認した後に低周波墨銭療法を5Hzで10分間行う。

-まとめ

不妊患者は多くのストレスの中、必死に頭張り続けていて、全ての患者が妊娠できるとは隈らない。そ

の中で治療者力t正しい知識・正しい技術を持って患者さんに窪めば、少しでち不安を取り除くことが出来

る。ただ治療するだ'1でなく、華買得約なフォローち重要である.
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今回の蓬演は、とてち90分で収まりきれる内容ではありまtさんでしたが、妻点をピックアップして頂

き、非常に申身の濃いちのであった。

(研修委員長 荒 木 善行)


